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研究成果の概要（和文）：本研究では、刺激提示位置が身体近傍かどうかに関わらず絶対的な大きさを無意識的
に報告する条件では正確に実現されること、一方意識的に報告する条件では過小視されることを示した。また、
身体近傍空間の特性について詳細に検討したところ、道具による身体近傍空間の拡張は道具の作用面に対して行
われること、道具の物理的実体よりも視覚的な延長の影響が大きいことが示された。さらに自閉スペクトラム症
者は身体近傍空間の把握が不正確であり、近傍空間における注意の優位性が認められなかった。大きさ知覚の応
用的な研究として、目が不自然な大きさであるときに感じられる不気味さは自分と同人種の時により強いことな
ども明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The present study showed that the absolute size of the visual stimulus was 
accurately perceived when participants answer this size with their action (unconscious reporting 
condition), while the size was underestimated with the conscious reporting. Furthermore, we 
investigated whether and how the peri-personal space was enlarged by tool using. The result 
suggested that the peri-hand space was projected to the functional area of the tool after tool 
training. Furtherrmore, it was suggested that this enlargement was achieved through the visual 
axtension rather than the physical reality. In the expeirment with the autistic spectrum disorder 
(ASD) people, they showed the difficulty to perceive their accurate peri-body space. Furthermore, 
they did not show the attentional advantage in the peri-personal space. In the eye-size perception 
experiment, the eeriness feeling to the face with unnatural size eyes would occur stronger to the 
same race face  than to the other race face.

研究分野：実験心理学

キーワード： 大きさ知覚　身体近傍空間　道具　自閉スペクトラム症　顔認知

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、視覚情報の絶対的な大きさが、身体近傍空間にあるかどうかによらず、無意識的な運動では正確
に、言語や意識下では過小評価されることを初めて示したものである。また、習熟によって身体近傍空間が道具
の作用面に投影される可能性や、身体近傍空間を変化させるために道具に必要な情報は物理的実態よりも視覚的
な延長であることなどを示した。さらに自閉スペクトラム症者（ASD者）を対象とした身体近傍空間の特性を検
討する実験ではASD者の身体近傍空間の把握の苦手さを明らかにすることができた。これはASD者における距離の
把握の難しさやものへのぶつかりやすさといった困りごとの改善につなげることのできる知見である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様式Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
大きさの違う二つのカップを見た時、どちらのカップが大きいかはすぐにわかる (相対的な大
きさの知覚)が、カップの絶対的な大きさ(幅は何センチか、など)を判断するのは難しい。しかし
目の前のカップで水を飲むとき我々は戸惑うことなく指を適切な大きさに開き無駄なくカップ
を掴んで持ち上げ口元へ運ぶ。このような物体に対する到達、把持の運動は、絶対的な大きさの
知覚という複雑な定量的情報処理を含んでいる。絶対的な大きさの知覚には、網膜上での大きさ
の定量的情報と、自分と物体との間の絶対的な距離(絶対距離)の情報が必要である。これまで網
膜上の「大きさ」の情報の基本処理要素として、低い空間周波数成分が関与していること
(SaneyoshiandMichimata,2015)、その神経基盤として右半球、特に頭頂葉後部が関わる可能性
が示されてきた(Saneyoshi, Kaminaga & Michimata,2006;Saneyoshi & Michimata,2009)。た
だし、これらの研究では相対的な大きさ知覚を用いており、絶対的な大きさ知覚については扱っ
ていない。また、絶対的な大きさを知るためにはさらに絶対距離の知覚が必要である。本研究で
は絶対距離が把握できる範囲として、”手の届く範囲” (reachable spaceもしくは身体近傍空間)
に注目した。物体に働きかける場合、その対象となる物体は基本的に自分の手が届く範囲にある
はずである。手の届く範囲というのは、それを超えた範囲よりも注意を向けやすく(Reed,2010)、
さらに絶対距離が把握できることが示されている(Bartoro et al.,2015)。手の届く範囲が絶対距
離を知覚できる範囲ならば、手の届く範囲の内側に存在する物体に対しては、常に絶対的な大き
さが表象可能なのではないかと考えられた。 
 
２．研究の目的 
(1). 本研究の目的は絶対的大きさの知覚過程を、特に手の届く範囲内での大きさ知覚に焦点を

当てて検証することであった。実験 1,2では、手の届く範囲での絶対的大きさの知覚は向上
するのかどうかを検討した。この時、基準となる大きさを事前に呈示して、刺激の大きさを
言語によって絶対的に報告する課題(腹側視覚経路の処理を反映)と、指の開きなど運動によ
って報告する課題(背側視覚経路の処理を反映)を設けた。本研究ではどちらの報告課題でも
手の届く範囲内では絶対的大きさの知覚が向上し、手の届かない範囲では絶対距離の知覚
が難しくなるためどちらの報告方法であっても成績が低下すると予測した。 

(2). 手の届く範囲である身体近傍空間は、道具の使用に熟達することで道具が届く範囲まで拡
張することが示唆されている。そこで実験 3,4では、拡張された身体近傍空間の特性につい
て検討を行なった。 

(3). さらに、身体近傍空間の個人差の検討として、自閉スペクトラム症者(ASD 者)を対象とし
た実験を行った。ASD 者はボディイメージが不正確であることが報告されている(Asada et 
al.,2016;2018)。そこで ASD 者を対象として、手の届く範囲の正確さ(実験 5)、手の近傍空
間の検出力の向上について(実験 6)それぞれ検討を行なった。 

(4). 大きさ知覚の応用的な研究として、目の大きさが不自然に大きい顔をみた時に不気味と感
じる度合いが自分と同じ人種の場合の方が他人種よりも強いかについて検証した(実験 7)。 
 

３．研究の方法 
(1). 絶対的大きさの知覚過程の検討 
① 実験 1 物体と身体の距離が絶対的な大きさの知覚に及ぼす影響：言語報告と運動報告の

比較 身体近傍空間では絶対的な大きさを視覚の目的（知覚・運動）によらず正確に知覚
できるのかを検討した。参加者が大き
なテーブルの前に座った状態で、頭上
のプロジェクタからテーブルに投射
される刺激の大きさを、言語もしくは
運動(親指と人差し指を刺激の大きさ
に合わせて開く)で報告する課題を行
わせた。参加者の手の届く範囲を測定
し、刺激は手の届く範囲内に 2 箇所、
手の届かない範囲外に 2 箇所提示し
た。 

② 実験 2 物体と身体の距離が絶対的な大
きさの知覚に及ぼす影響：運動による意
識的な報告と無意識的な報告の比較  
実験 1 の問題点を改善して実験 2 を行
った。すなわち、テーブルに投射する方
法をあらため、前額平行面にディスプレ
イを設置し、その距離を操作して刺激を
提示した。さらに報告方法として運動に

・・
LCD projector

図 1. 左：実験 1 の実験装置、右：運動報告条件 

図 2. 左：実験 2 の実験装置、右：意識的報告条件 



 

 

よる報告に統一し、意識的な報告条件では回答する手元を見て刺激と比較するように、無
意識的な報告条件では手元を見ないで答えるように教示した。また、明らかに手が届かな
い距離にディスプレイを設置する条件も加えた。参加者はディスプレイに提示されている
円の大きさを報告するよう教示された。 

 
(2). 身体近傍空間の道具による拡張 
① 実験 3 道具による身体近傍空間の

拡張の特性について 手の届く範
囲における知覚・認知機能の向上の
検討のために、道具の習熟化と近傍
空間の拡張に関する検討を行った。
手で握る木製の道具を利用し、先行
研究に基づいたホッケーゲームを
行わせた。その前後で手もしくは道
具の近傍や遠方に刺激を提示し検
出する課題を行った。 
 

② 実験 4 身体近傍空間の拡張におけ
る道具の物理的実体と視覚情報の役割について  線分二等分課題を用いて近傍空間と遠
方空間における注意の異方性を検討した。身体近傍空間では左空間が過大視されるため線
分二等分課題において中央より左寄り
で二分されるが、近傍空間を越えるとこ
の偏りが右寄りに転じることが報告さ
れている。身体近傍空間が道具により延
長するのか、さらに身体近傍空間の拡張
には物理的実体が必要か、視覚的な情報
のみでよいかを検証するために、指示棒
を持つ条件、レーザーポインタ条件、そ
してレーザーポインタの光線を視覚化
した条件を設けた。線分提示位置を身体
近傍から遠方まで 3 段階操作して検証
をおこなった。 

 
(3). 自閉スペクトラム症者の身体近傍空間の特性について 
① 実験 5 自閉スペクトラム症者の身体近傍空間の知覚の正確性についての検討 身体近傍

空間の知覚について、対象
を自閉スペクトラム症者
(ASD 者)とした研究を実施
した。テーブルの前に座り、
遠方もしくは手前に提示さ
れた線を、手が届くと感じ
られる距離にキーボードを
用いて移動させて回答させ
た。実際に手が届く距離と
の差を測定した。 

② 実験 6 自閉スペクトラム
症者の身体近傍空間の知覚特性ついての検討 ASD者の身体認知の不正確さの背景に身体
近傍空間の処理優位性の欠如がある可能性を検討するために、ASD 者の手の近傍空間にお
ける刺激検出の優位性に関する実験を行なった。テーブルの上に手を置き、その手の近傍
や遠方にターゲットを提示し、検出する課題を ASD 者と定型発達者（TD 者）に行わせた。 
 

(4).  目の大きさが不自然な場合に生じる顔の不気味さの印象についての検討 
① 実験 7 不自然な目の大きさが生み出す不気味な印象における他人種効果 目が不自然に

大きい顔に対する不気味に
感じられる閾値に自人種と
他人種で違いがあるかどう
かを、印象評定と瞳孔径の
測定によって検討した。ヨ
ーロッパと東アジアの顔刺
激を用い、ノルウェーと日
本でそれぞれ参加者を募集
して実験を行った。 

no tool with tool
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図 3. 左：実験 3 の道具なし条件と道具あり条件、右：1 試行の流れ 

指示棒条件

レーザーポインタ条件

レーザーポインタ（可視化）条件
図 4. 左：実験 4 の各条件、右：レーザーポインタ可視化条件 

図 5. 左：実験 5 の実験装置 
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図 6.実験 6 の 1 試行の流れ(近傍条件) 

+

+
+ p1 きわめて不快

p2
p3 不快
p4
p5 どちらともいえない
p6
p7 心地よい
p8
p9 きわめて心地よい

注視点
(1秒間注視で開始）

スクランブル刺激
（0.5秒）

顔刺激
（5秒）

印象評定

図 7.左：実験 7 の刺激例。目を最も大きくしたもの。右：1 試行の流れ 



 

 

４．研究成果 
(1). 絶対的大きさの知覚過程の検討 
① 実験 1.物体と身体の距離が絶対的な大きさの知覚に及ぼす影響：言語報告と運動報告の

比較 言語報告条件では、手の届く範囲内では大きさの恒常性が働き実際の大きさよりも
小さく知覚された。遠方条件では正確に大きさが報告されたが、遠方条件の距離が 30cm
と手を伸ばせば届く距離であったことが影響した可能性がある。一方、運動報告では距離
によらず正確な大きさ知覚が実現されていた。この結果は運動条件と言語条件では用いる
情報や表象が異なる可能性を示している。 

② 実験 2.物体と身体の距離が絶対的な大きさの知覚に及ぼす影響：運動による意識的な報
告と無意識的な報告の比較 実験 1の問題点を改善して検討したところ、実験 1と同様に
無意識的な報告では距離によらず正確な大きさ知覚が実現されていた。一方、意識的な報
告では距離によらず大きさの恒常性の働きが認められ、実際よりも小さく知覚された。 
 

 
これらの結果から、手の届く範囲においてはどのような報告方法でも絶対的な大きさの知
覚が正確であるという仮説は支持されなかった。一方、運動を用いる無意識的な報告であ
れば距離に関わらず絶対的な大きさ知覚が正確に実現されることが示された。そこで、身
体近傍空間の特性についてより詳細に検討することを研究の目的として検証を行うこと
とした。 

 
(2). 身体近傍空間の道具による拡張 
① 実験 3.道具による身体近傍空間の拡張の特性につい

て 手に何も握っていない時は、手の近傍空間のター
ゲット検出成績が遠方よりも向上した。練習前に道具
を握ると近傍空間の優位性はなくなり、さらに道具の
習熟後は優位性を持つ空間が道具近傍に移動するこ
とを確認した。この結果は、道具使用によって身体近
傍空間が道具の作用部位に移動すること、道具を握る
ことで機能が失われた手の近傍では優位性がなくな
ることを示し、Holmes(2012)で挙げられた 3つの仮説
のうち、Projection 仮説を支持するものであった。 

② 実験 4.身体近傍空間の拡張における道具の物理的実
体と視覚情報の役割について いずれの道具を持っ
た条件でも身体近傍空間においては左側の過大視が
認められた。一方、遠方空間では、レーザーポインタ
条件では右側の課題視に移行したが、指示棒やレー
ザーを可視化したレーザーポインタを把持すると遠
方空間でも左側の過大視が認められた。これは近傍
空間が道具の視覚的な延長によって拡張することを
示している。 

 
(3). 自閉スペクトラム症者の身体近傍空間 
① 実験 5.自閉スペクトラム症者の身体近傍空間の知覚

の正確性についての検討 ASD 者は非 ASD 者と比較して、遠方から近づいてくる刺激に対
して手が届くかどうかを判断する時に、手の届く範囲の推定が不正確になることが示され
た。近傍と遠方で注意の向け方が異なる可能性、また身体近傍空間の捉え方に特性がある
といえる。 

② 実験 6.自閉スペクトラム症者の身体近傍空間の知覚特性ついての検討 指先、もしくは
遠方にターゲットを提示したところ、TD 群では手の近傍空間におけるターゲット検出が
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図 8.左：実験 1 の結果。右：実験 2 の結
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遠方よりも促進された。一方、ASD 群では、TD 群のような手の近傍空間におけるターゲッ
ト検出の促進が認められなかった。ASD 者は身体近傍空間の処理優位性を持たない可能性
が示唆された。 

 

 
(4). 目の大きさが不自然な場合に生じる顔の不気味さの印象についての検討 
① 実験 7.不自然な目の大きさが

生み出す不気味な印象におけ
る他人種効果 目が不自然に
大きい顔に対する不気味とい
う印象は、自分と同じ人種の顔
の方が、自分と異なる人種の顔
に対してよりも、変化が小さい
段階で生じ始めることが示さ
れた。日本においては瞳孔径に
も同様の傾向が認められた。 

 
本研究は絶対的な大きさの知覚が、身体近傍かどうかに関わらず、無意識的に報告する条件で
は正確に実現されること、一方意識的に報告する条件では過小視されることを示した(実験 1,2)。
仮説とは異なる結果であるが初めて示された知見であった。身体近傍空間の特性について詳細
に検討し、道具による拡張が道具の作用面に対して行われること(実験 3)、物理的実体よりも視
覚的な延長の影響が大きいこと(実験 4)、ASD 者では身体近傍空間の把握が不正確であり(実験
5)、注意の優位性が認められないこと(実験 6)などが示された。また大きさ知覚の応用的な研究
では、目が不自然な大きさであるときに感じられる不気味さは自分と同人種の時により強いこ
とが示された(実験 7)。 
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図 11.左：実験 5 の結果、右：実験 6 の結果 
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